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ツルアラメの組織培養

能登谷正浩

高等植物や農産物における組織培養はこの20年間でよく発展し､応用段階に至ったものも見られ

る｡しかし､海藻類については研究報告は少なく､未だその端緒に付いたところである｡特に､大

型藻類のコンプ類についてはこれまでに7種知られるのみである (Table1)0

Tablel コンプ目植物の組織培養結果

SPECIES TISSUE CULTUREMEDIUM RESULT REFERENCE

LaminariaanguStata Blade PESI

L･digもtata

L･A.ypenborea

L･anguStata

L･.)aponica

L.Saccharina

UndariapiTmatifida

Macrocystispyrifera

Blade ASP6F2

Blade ASP6F2

Stipe ASP12-NTA S

Blade MS+B12+C-751 L

stipe 合apA6F2､PESI･S､L

Blade MS+B12+C-751 L

Stipe PESI L､S

callus-Sporophyte Pga# etal･
Callus--ち♀→SporophyteFries1980

Callus一十8♀⇒Sporophyte
Callus

Callus→Sporophyte

Callus→谷♀→Sporophyte

Callus→Sporophyte

Callus

Fries1980

Saga&
Sakailt諮3

号&getal･

Lee1983

号&getal･

Polne-Fuller
etal.1無垢

この報告ではツルアラメを用いて組織培養を試み､カルスの再生に及ぼす温度及び培養液の影響

を調べるとともに､藻体各部の組織からの再生状況についても観察したので､以下に述べる｡

研 究 の 方 法

葉の成長点､茎､仮板から組織を摘出して､すばやくペイパータオルで表面を拭きとるか､また

は､汚れの多く付着している部分はその部分をカミソリで剥ぎ取る.その後に無水アルコールに

数秒間浸たし､更にバーナ-によってアルコール分を燃やすことによって滅菌処理をした｡滅菌し

た摘出組織は3-4mの大きさに切り､寒天培地上に置き培養した (Fig.1)｡

培養液にはPES (ProvasolilEX58)､PESI(Tatewaki1%6)､PESi-JS (PES

Iの天然海水をジャマリンSの人工海水としたもの)､MG-∫S (改変Grundの培地の天然海水

をジャマリンSの人工海水としたもの)の4種を用いた｡

培養条件は温度10℃､15℃､20℃､25℃､の4段階､照度は約2,000Lux､14時間明期､10時間

暗期の長日条件で行なった｡
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HALLFigl 藻体滅菌処理及び組織培養方法結 果葉の生頂点､茎､仮根の各組織は温度

15℃､PESI培地でカルス形成が認められたが､中でも最もよく形成す

る組織は茎であった (Fig.2)｡形成されたカルスは枝分れした糸状で､色素体はなく薄い黄色を皇し､

主に髄の部分から多く形成された (Fig.2-C)0カルス形成におよぼす培養液と温度の影響は茎を使って行なった結果､PESI-∫S

培地と20℃が



Fig2 ツルアラメの組織培養 A;葉部､B;茎部､C;仮根､D;再正細胞拡大図 白線 ;

50pmTable2 ツルアラメ茎部組織培養におよぼす培養液と温度の影響Age

lWeek 2Week 3Week 4WeekTempera■ture 10 15 20 25 10 15 20 25 10 15 20 25 10 15 20 25

弓 PES



養塩類を有する部分であるからと考えられる｡

この組織培養では20℃で最も良くカルス再生が認められたが､これはこれまでのコンプ頬の組織

培養の報告結果と比べるとやや高温である｡しかし､ツルアラメ胞子体の室内培養では20℃で最も

よく生育することが知られており(能登谷 ･足助1983)､今回の結果はこのこととよく類似するも

のである｡
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